
生産性新聞生産性新聞
　

学

習

院

大

学

教

授

の

宮

川

努

氏

は

「

生

産

性

改

革

　

Ｎ

ｅ

ｘ

ｔ

　

Ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

」

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

、

生

産

性

の

基

本

に

立

ち

返

る

こ

と

が

重

要

と

の

認

識

を

示

し

た

。

日

本

経

済

は

、

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

物

価

上

昇

や

保

護

主

義

の

台

頭

、

地

球

温

暖

化

対

策

の

後

退

な

ど

の

懸

念

が

強

ま

っ

て

い

る

。

宮

川

氏

は

「

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

の

時

、

こ

の

国

の

先

人

た

ち

は

、

新

し

い

技

術

に

果

敢

に

挑

戦

す

る

こ

と

で

生

産

性

を

高

め

た

。

世

界

経

済

が

新

し

い

ス

テ

ー

ジ

に

入

っ

た

今

こ

そ

、

基

本

に

忠

実

に

、

生

産

性

を

高

め

る

努

力

を

進

め

る

べ

き

だ

」

と

述

べ

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

　

日

本

経

済

は

、

失

わ

れ

た

�

年

や

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

デ

ジ

タ

ル

化

の

遅

れ

な

ど

供

給

力

の

脆

弱

性

を

浮

き

彫

り

に

し

た

。

２

０

２

２

年

２

月

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

を

契

機

に

世

界

的

な

イ

ン

フ

レ

が

進

み

、

そ

の

荒

波

は

長

く

デ

フ

レ

経

済

に

陥

っ

て

い

た

日

本

に

も

押

し

寄

せ

て

い

る

。

　

政

府

の

掛

け

声

で

始

ま

っ

た

賃

上

げ

の

取

り

組

み

は

、

す

で

に

３

年

目

に

突

入

し

た

が

、

全

体

で

は

、

本

格

的

な

実

質

賃

金

の

上

昇

に

は

繋

が

っ

て

い

な

い

。

宮

川

氏

は

「

政

府

と

労

働

組

合

、

企

業

が

相

談

し

て

、

物

価

上

昇

分

を

補

填

し

て

い

る

だ

け

で

は

、

生

産

性

の

向

上

と

は

言

え

な

い

」

と

警

鐘

を

鳴

ら

す

。

　

実

質

賃

金

の

上

昇

は

、

企

業

が

新

製

品

や

技

術

革

新

の

た

め

に

投

資

を

し

、

成

功

し

て

生

み

出

し

た

収

益

が

労

働

者

に

分

配

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

起

こ

る

。

宮

川

氏

は

「

イ

ン

フ

レ

に

対

応

し

て

企

業

は

価

格

を

上

げ

て

お

り

、

経

済

環

境

が

変

わ

っ

て

需

要

が

増

え

て

い

る

と

判

断

す

る

な

ら

、

国

内

で

設

備

投

資

や

デ

ジ

タ

ル

投

資

、

人

的

資

本

投

資

な

ど

積

極

的

に

投

資

す

る

こ

と

が

重

要

だ

」

と

指

摘

す

る

。

　

ト

ラ

ン

プ

米

大

統

領

は

、

連

邦

政

府

の

Ｄ

Ｅ

Ｉ

（

多

様

性

、

公

正

性

、

包

括

性

）

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

終

了

す

る

大

統

領

令

に

署

名

し

た

ほ

か

、

地

球

温

暖

化

対

策

の

国

際

的

な

枠

組

み

「

パ

リ

協

定

」

を

再

び

離

脱

す

る

方

針

を

示

し

て

い

る

。

米

国

の

大

手

企

業

の

中

に

は

多

様

性

重

視

の

看

板

を

下

ろ

す

な

ど

、

政

府

の

方

針

に

足

並

み

を

揃

え

る

姿

勢

を

見

せ

て

い

る

。

日

本

を

は

じ

め

、

世

界

の

企

業

が

注

目

し

て

き

た

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

理

念

が

宙

に

浮

く

恐

れ

も

あ

る

。

　

こ

れ

に

対

し

、

宮

川

氏

は

「

１

９

７

０

年

代

の

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

で

は

、

鉄

鋼

業

や

自

動

車

産

業

を

筆

頭

に

、

日

本

企

業

は

省

エ

ネ

・

省

力

化

技

術

の

開

発

に

挑

ん

だ

。

『

規

模

の

大

き

な

米

国

企

業

が

や

ら

な

い

こ

と

を

や

っ

て

も

無

駄

だ

』

と

言

わ

れ

た

が

、

結

果

と

し

て

、

そ

の

技

術

革

新

が

１

９

８

０

年

代

の

成

功

に

繋

が

っ

た

」

と

振

り

返

る

。

脱

炭

素

な

ど

地

球

環

境

の

持

続

可

能

性

を

実

現

す

る

新

技

術

開

発

は

、

引

き

続

き

重

要

に

な

る

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

内

外

と

も

に

歴

史

的

な

転

換

点

に

あ

た

る

２

０

２

５

年

、

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

第

２

期

生

産

性

常

任

委

員

会

を

発

足

さ

せ

、

�

周

年

以

来

と

な

る

第

２

回

「

生

産

性

白

書

」

の

公

表

へ

向

け

た

議

論

が

行

わ

れ

て

い

る

。

宮

川

氏

は

第

１

期

に

引

き

続

き

、

生

産

性

常

任

委

員

会

委

員

と

し

て

議

論

に

参

加

し

て

い

る

。

宮

川

氏

は

「

�

周

年

の

生

産

性

白

書

の

議

論

で

は

、

工

場

レ

ベ

ル

で

の

物

的

労

働

生

産

性

か

ら

、

企

業

レ

ベ

ル

で

の

ア

イ

デ

ア

も

含

め

た

全

体

と

し

て

の

生

産

性

ま

で

、

さ

ら

に

社

会

の

あ

り

方

も

見

通

す

よ

う

な

議

論

に

ま

で

拡

大

し

た

こ

と

は

大

変

勉

強

に

な

っ

た

。

世

界

が

大

き

く

変

わ

っ

て

も

、

生

産

性

を

上

げ

る

の

は

投

資

で

あ

り

、

技

術

革

新

へ

の

挑

戦

で

あ

る

と

い

う

基

本

は

変

わ

ら

な

い

。

今

回

も

活

発

な

議

論

を

し

て

い

き

た

い

」

と

話

し

た

。◇

　

日

本

経

済

が

「

失

わ

れ

た

�

年

」

か

ら

変

化

し

つ

つ

あ

る

中

で

、

生

産

性

改

革

の

「

Ｎ

ｅ

ｘ

ｔ

　

Ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

」

は

ど

う

あ

る

べ

き

か

。

生

産

性

運

動

�

周

年

の

今

年

、

経

済

界

、

労

働

界

、

学

識

界

の

最

先

端

の

見

解

を

も

と

に

考

え

て

み

る

。

（

全

�

回

掲

載

予

定

）

　

お

こ

と

わ

り

　

５

月

５

日

は

定

期

休

刊

日

で

す

。

次

号

は

５

月

�

日

付

で

す

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

３

月

�

日

、

都

内

会

場

（

Ｗ

Ｅ

Ｂ

併

用

）

で

会

員

月

例

研

究

会

３

月

例

会

を

開

催

し

た

。

「

企

業

に

お

け

る

キ

ャ

リ

ア

支

援

と

人

材

育

成

」

と

題

し

て

、

キ

ャ

リ

ア

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

学

会

名

誉

会

長

で

キ

ャ

リ

ア

心

理

学

研

究

所

代

表

の

宮

城

ま

り

子

氏

が

講

演

し

た

（

＝

写

真

）

。

宮

城

氏

は

、

「

キ

ャ

リ

ア

支

援

を

企

業

は

ど

の

よ

う

に

展

開

す

れ

ば

よ

い

の

か

」

と

い

う

視

点

で

事

例

を

交

え

て

、

以

下

の

よ

う

に

語

っ

た

。

■

キ

ャ

リ

ア

が

問

わ

れ

る

時

代

に

　

宮

城

氏

は

、

「

人

生

１

０

０

年

時

代

で

は

、

長

期

的

な

ラ

イ

フ

キ

ャ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

が

必

要

で

、

①

独

自

の

『

付

加

価

値

』

②

経

験

、

実

績

③

社

外

価

値

④

新

た

な

価

値

を

生

み

出

し

組

織

に

貢

献

で

き

る

人

材

か

否

か

、

が

問

わ

れ

る

」

と

問

題

提

起

し

た

。

　

宮

城

氏

は

、

「

現

代

の

環

境

変

化

に

適

応

す

る

た

め

に

は

、

キ

ャ

リ

ア

は

個

人

が

主

体

的

に

管

理

す

る

こ

と

。

会

社

で

す

べ

て

は

や

っ

て

く

れ

な

い

。

他

律

か

ら

自

律

へ

、

依

存

か

ら

自

立

へ

。

節

目

毎

に

キ

ャ

リ

ア

を

再

設

計

し

、

独

自

の

『

キ

ャ

リ

ア

戦

略

』

を

持

つ

こ

と

」

と

語

っ

た

。

■

支

援

す

る

側

に

必

要

な

視

点

　

宮

城

氏

は

、

個

人

の

キ

ャ

リ

ア

を

支

援

す

る

企

業

側

が

や

る

べ

き

こ

と

と

し

て

、

①

今

後

の

成

長

発

展

の

た

め

の

人

的

資

源

管

理

計

画

、

求

め

る

人

材

像

（

能

力

要

件

）

、

人

材

育

成

戦

略

の

計

画

化

②

従

業

員

を

「

育

て

る

」

か

ら

従

業

員

が

「

自

ら

育

つ

」

環

境

・

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

③

従

業

員

の

「

自

律

的

キ

ャ

リ

ア

形

成

」

が

可

能

な

制

度

・

施

策

（

キ

ャ

リ

ア

相

談

室

な

ど

）

の

実

施

④

個

人

と

組

織

が

「

対

話

」

を

通

し

て

、

最

大

限

、

相

互

の

ニ

ー

ズ

を

す

り

合

わ

せ

る

こ

と

を

挙

げ

た

。

　

宮

城

氏

は

、

組

織

内

の

キ

ャ

リ

ア

発

達

は

、

上

司

と

部

下

の

関

係

性

に

規

定

さ

れ

る

と

し

、

上

司

の

役

割

の

重

要

性

を

指

摘

し

た

。

■

自

律

的

キ

ャ

リ

ア

開

発

の

要

件

　

宮

城

氏

は

、

「

自

律

的

キ

ャ

リ

ア

開

発

の

５

要

件

」

と

し

て

、

①

自

己

理

解

②

キ

ャ

リ

ア

意

識

③

キ

ャ

リ

ア

目

標

④

学

び

直

し

⑤

人

脈

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

挙

げ

た

。

特

に

、

人

脈

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

は

、

キ

ャ

リ

ア

に

大

き

く

関

係

し

て

く

る

と

い

う

。

【昭和�年７月�日 第三種郵便物認可】
（１）

２０２５年（令和７年）４月２５日（金曜日） 第２７８３号



　

日

本

経

済

に

お

け

る

生

産

性

の

必

要

性

に

つ

い

て

は

、

�

世

紀

の

初

め

か

ら

指

摘

さ

れ

て

い

た

。

日

本

生

産

性

本

部

前

会

長

の

牛

尾

治

朗

氏

が

見

抜

き

、

そ

の

頃

か

ら

、

私

も

関

わ

ら

せ

て

い

た

だ

い

た

。

現

会

長

の

茂

木

友

三

郎

氏

も

積

極

的

に

生

産

性

運

動

を

説

い

た

。

�

周

年

の

節

目

で

「

生

産

性

白

書

」

を

出

し

た

の

は

、

茂

木

会

長

の

熱

意

の

表

れ

だ

と

思

っ

て

い

る

。

　

た

だ

、

残

念

な

が

ら

、

２

０

０

０

年

代

か

ら

２

０

１

０

年

代

に

か

け

て

、

生

産

性

改

革

が

必

要

と

さ

れ

て

い

る

時

に

、

社

会

に

は

改

革

の

概

念

が

そ

れ

ほ

ど

浸

透

し

な

か

っ

た

。

コ

ロ

ナ

禍

で

デ

ジ

タ

ル

化

の

遅

れ

が

認

識

さ

れ

、

生

産

基

盤

の

脆

さ

が

浮

き

彫

り

に

な

っ

た

こ

と

で

、

生

産

性

に

注

目

が

集

ま

る

よ

う

に

な

っ

た

。

現

在

の

苦

境

は

、

や

る

べ

き

時

に

生

産

性

改

革

を

実

践

し

て

こ

な

か

っ

た

ツ

ケ

で

あ

り

、

今

後

は

、

同

じ

過

ち

を

繰

り

返

し

て

は

な

ら

な

い

。

　

２

０

１

０

年

代

に

生

産

性

改

革

に

踏

み

出

せ

な

か

っ

た

背

景

に

は

、

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

に

代

表

さ

れ

る

需

要

サ

イ

ド

の

経

済

政

策

が

強

化

さ

れ

て

き

た

こ

と

が

あ

る

。

金

融

緩

和

や

財

政

出

動

を

進

め

る

こ

と

が

議

論

の

中

心

に

な

り

、

「

こ

れ

で

経

済

が

良

く

な

る

」

と

錯

覚

し

た

。

生

産

性

の

向

上

は

供

給

サ

イ

ド

の

改

革

に

よ

っ

て

実

現

で

き

る

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

に

は

自

ら

の

働

き

方

を

変

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

金

融

緩

和

や

財

政

出

動

で

生

活

水

準

が

向

上

す

る

と

言

わ

れ

れ

ば

、

人

々

は

安

易

な

方

を

選

び

が

ち

だ

。

　

実

際

、

２

０

２

２

年

２

月

に

起

こ

っ

た

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

を

き

っ

か

け

に

世

界

的

な

イ

ン

フ

レ

が

起

こ

っ

た

。

２

０

１

０

年

代

、

脱

デ

フ

レ

を

目

指

し

た

政

策

で

「

イ

ン

フ

レ

が

起

き

た

ら

経

済

は

良

く

な

る

」

と

い

う

主

張

も

見

ら

れ

た

が

、

現

実

に

は

実

質

賃

金

が

下

が

っ

て

生

活

水

準

が

切

り

下

が

り

、

税

収

だ

け

が

上

が

っ

た

。

経

済

学

者

か

ら

見

れ

ば

、

こ

れ

は

当

然

の

帰

結

に

過

ぎ

な

い

。

　

企

業

も

２

０

１

０

年

代

ご

ろ

か

ら

生

産

性

向

上

に

向

け

た

取

り

組

み

を

行

う

が

、

供

給

サ

イ

ド

の

改

革

は

時

間

が

か

か

る

。

人

材

育

成

は

そ

れ

が

顕

著

で

、

人

的

資

本

投

資

は

少

し

増

え

て

い

る

が

、

今

の

よ

う

な

政

府

が

企

業

の

リ

ス

キ

リ

ン

グ

対

策

費

を

補

助

す

る

政

策

で

は

限

界

が

あ

る

。

新

し

い

ス

キ

ル

を

身

に

つ

け

よ

う

と

思

っ

た

ら

、

働

く

人

が

自

ら

選

ん

で

、

学

校

に

通

う

な

ど

の

方

法

で

自

律

的

に

学

ぶ

こ

と

が

重

要

で

、

政

府

は

そ

う

い

う

人

に

直

接

補

助

す

べ

き

だ

。

■

賃

上

げ

は

イ

ン

フ

レ

の

後

追

い

　

大

企

業

に

よ

る

賃

上

げ

ム

ー

ド

が

高

ま

り

、

３

年

目

を

迎

え

た

が

、

実

質

賃

金

は

上

が

っ

て

い

な

い

。

そ

の

理

由

は

、

今

の

賃

上

げ

が

「

イ

ン

フ

レ

の

後

追

い

」

に

過

ぎ

な

い

か

ら

だ

。

実

質

賃

金

が

上

が

る

に

は

、

企

業

が

新

た

な

製

品

や

技

術

を

開

発

す

る

た

め

に

投

資

を

し

て

、

従

業

員

が

ス

キ

ル

を

向

上

さ

せ

る

こ

と

が

前

提

に

な

る

。

そ

の

投

資

が

成

功

し

、

収

益

が

上

が

っ

た

場

合

、

物

価

の

上

昇

を

上

回

っ

て

賃

金

と

し

て

報

わ

れ

る

こ

と

で

実

質

賃

金

の

上

昇

に

つ

な

が

る

。

　

こ

れ

ま

で

と

仕

事

の

内

容

は

変

わ

ら

な

い

の

に

実

質

賃

金

が

上

が

る

こ

と

は

考

え

ら

れ

な

い

。

「

物

価

が

上

昇

し

て

い

る

の

で

、

名

目

の

賃

金

を

上

げ

る

こ

と

で

、

生

活

に

必

要

な

資

金

を

支

給

す

る

」

と

い

う

賃

上

げ

は

、

日

本

経

済

の

構

造

に

何

ら

影

響

を

与

え

る

も

の

で

は

な

い

。

単

に

物

価

上

昇

分

を

補

填

し

て

い

る

だ

け

で

、

生

産

性

改

革

と

は

程

遠

い

。

■

省

力

化

投

資

、

対

応

遅

く

　

生

産

性

を

向

上

さ

せ

る

た

め

に

は

、

一

人

当

た

り

の

資

本

の

伸

び

が

重

要

に

な

る

。

実

は

２

０

０

０

年

か

ら

計

算

す

る

と

、

資

本

が

ほ

と

ん

ど

増

え

て

い

な

い

の

に

、

就

労

者

の

数

は

２

５

０

万

人

増

え

て

い

る

。

つ

ま

り

一

人

当

た

り

の

資

本

が

減

っ

て

い

る

。

日

本

全

体

で

み

る

と

、

高

齢

者

や

女

性

な

ど

の

労

働

参

加

が

増

え

て

お

り

、

企

業

は

そ

れ

に

対

応

し

て

対

人

サ

ー

ビ

ス

を

増

や

し

て

い

る

状

態

だ

。

　

２

０

１

０

年

代

後

半

か

ら

人

手

不

足

が

進

ん

で

い

る

の

は

分

か

っ

て

い

た

は

ず

で

、

企

業

は

も

っ

と

積

極

的

に

省

力

化

投

資

を

進

め

る

べ

き

だ

っ

た

。

対

人

サ

ー

ビ

ス

を

増

や

し

な

が

ら

、

「

人

手

不

足

」

と

嘆

く

の

は

矛

盾

し

て

い

る

。

　

高

度

成

長

期

に

は

「

日

本

経

済

は

ク

リ

ー

ピ

ン

グ

イ

ン

フ

レ

（

忍

び

寄

る

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

）

に

あ

る

」

と

警

戒

が

強

ま

っ

た

が

、

結

果

と

し

て

物

価

上

昇

を

若

干

上

回

っ

て

、

実

質

賃

金

が

上

が

っ

た

。

大

手

企

業

が

「

海

外

に

追

い

つ

き

追

い

越

せ

」

で

投

資

を

し

て

、

そ

れ

に

よ

っ

て

輸

出

を

増

や

し

た

り

、

市

場

を

拡

大

し

た

り

し

て

、

そ

の

収

益

を

労

働

者

に

分

配

し

た

か

ら

だ

。

　

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

の

時

に

は

省

エ

ネ

と

省

力

化

で

投

資

を

積

極

的

に

進

め

、

経

済

の

安

定

成

長

を

確

保

し

た

。

競

争

力

を

高

め

た

結

果

、

円

高

に

な

り

、

実

質

的

に

世

帯

の

所

得

水

準

が

上

が

っ

た

。

こ

の

時

、

「

日

本

は

す

で

に

技

術

的

に

キ

ャ

ッ

チ

ア

ッ

プ

し

て

、

こ

れ

以

上

の

技

術

革

新

が

で

き

な

い

か

ら

ゼ

ロ

パ

ー

セ

ン

ト

成

長

に

あ

る

」

と

悲

観

的

に

見

る

向

き

も

あ

っ

た

。

そ

の

状

況

を

克

服

で

き

た

の

は

省

力

化

と

省

エ

ネ

投

資

を

懸

命

に

進

め

た

か

ら

に

他

な

ら

な

い

。

■

公

的

部

門

の

デ

ジ

タ

ル

化

急

げ

　

人

手

不

足

の

影

響

を

受

け

や

す

い

小

売

業

や

流

通

業

は

、

チ

ェ

ー

ン

展

開

す

る

大

手

企

業

か

ら

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

の

導

入

な

ど

の

省

力

化

投

資

を

進

め

て

い

る

。

中

小

の

商

店

に

も

同

様

の

省

力

化

投

資

が

波

及

し

つ

つ

あ

る

が

、

残

念

な

が

ら

、

高

齢

化

な

ど

で

営

業

を

続

け

ら

れ

な

い

店

舗

も

あ

り

、

ゆ

っ

く

り

と

市

場

か

ら

退

出

し

て

い

く

動

き

が

今

後

も

起

き

る

だ

ろ

う

。

そ

の

一

方

で

、

中

小

の

製

造

業

は

デ

ジ

タ

ル

化

の

進

展

が

遅

い

。

資

金

力

が

乏

し

い

中

小

企

業

に

と

っ

て

、

先

行

し

て

投

資

す

る

経

営

判

断

は

難

し

い

か

ら

、

高

度

成

長

期

で

も

、

大

企

業

の

投

資

に

合

わ

せ

て

、

そ

の

要

求

に

追

い

付

く

た

め

に

投

資

を

急

い

だ

。

　

今

後

も

、

中

小

企

業

が

息

せ

き

切

っ

て

投

資

を

す

る

た

め

に

は

、

大

企

業

の

積

極

的

な

投

資

姿

勢

が

ト

リ

ガ

ー

に

な

る

投

資

連

鎖

が

必

要

だ

。

大

企

業

が

積

極

的

に

投

資

を

せ

ず

、

古

い

設

備

を

使

い

続

け

て

い

る

と

、

中

小

企

業

が

無

理

し

て

投

資

を

す

る

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は

生

ま

れ

な

い

。

　

産

業

界

の

デ

ジ

タ

ル

化

は

今

後

も

進

む

だ

ろ

う

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

も

明

ら

か

に

な

っ

た

公

的

部

門

の

デ

ジ

タ

ル

化

の

遅

れ

の

ほ

う

が

深

刻

だ

。

例

え

ば

、

公

的

部

門

は

民

間

企

業

に

対

し

、

様

々

な

統

計

調

査

や

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

実

施

す

る

が

、

こ

れ

に

対

応

す

る

た

め

、

企

業

の

バ

ッ

ク

オ

フ

ィ

ス

は

大

変

な

手

間

を

強

い

ら

れ

る

。

現

状

は

官

公

庁

や

自

治

体

か

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

に

質

問

に

答

え

る

よ

う

に

要

求

さ

れ

、

企

業

名

や

住

所

な

ど

の

同

じ

情

報

を

何

度

も

書

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

を

一

つ

の

質

問

状

に

ま

と

め

て

、

そ

の

回

答

を

ク

ラ

ウ

ド

に

上

げ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

役

所

が

必

要

な

情

報

を

取

り

に

行

く

よ

う

な

仕

組

み

が

あ

れ

ば

、

企

業

の

バ

ッ

ク

オ

フ

ィ

ス

の

業

務

効

率

化

は

進

む

。

　

公

的

部

門

の

デ

ジ

タ

ル

化

の

比

率

は

民

間

よ

り

も

低

い

。

民

間

に

デ

ジ

タ

ル

化

を

促

す

こ

と

も

大

事

だ

が

、

公

的

部

門

自

身

が

、

率

先

し

て

デ

ジ

タ

ル

化

を

進

め

る

べ

き

だ

。

人

口

減

少

が

進

む

社

会

で

は

、

「

デ

ジ

タ

ル

化

＝

省

力

化

」

は

、

官

民

問

わ

ず

に

生

産

性

向

上

に

不

可

欠

だ

。

■

貿

易

縮

小

も

競

争

環

境

は

混

沌

　

米

国

で

は

再

び

ト

ラ

ン

プ

政

権

が

発

足

し

、

関

税

政

策

に

よ

る

「

製

造

業

の

復

活

」

を

掲

げ

て

い

る

。

し

か

し

、

関

税

を

上

げ

る

こ

と

は

供

給

サ

イ

ド

の

改

革

に

は

繋

が

ら

な

い

。

む

し

ろ

米

国

で

は

、

商

品

・

サ

ー

ビ

ス

の

企

画

力

を

高

め

、

フ

ァ

ブ

レ

ス

（

製

造

設

備

を

持

た

ず

、

生

産

を

委

託

し

て

い

る

メ

ー

カ

ー

）

で

生

産

す

る

方

式

が

生

産

性

向

上

の

源

泉

に

な

っ

て

き

た

。

モ

ノ

づ

く

り

の

強

さ

が

ま

だ

残

る

日

本

側

の

希

望

は

、

ア

イ

デ

ア

に

優

れ

た

米

国

と

力

を

合

わ

せ

て

日

米

ト

ー

タ

ル

で

生

産

性

を

上

げ

よ

う

と

い

う

こ

と

だ

と

思

う

が

、

米

国

に

と

っ

て

は

、

貿

易

相

手

国

は

日

本

だ

け

で

は

な

く

、

思

惑

通

り

に

な

ら

な

い

か

も

し

れ

な

い

。

　

ト

ラ

ン

プ

大

統

領

の

関

税

政

策

は

、

貿

易

の

縮

小

を

も

た

ら

し

、

中

国

だ

け

で

な

く

、

米

国

も

成

長

率

を

落

と

し

、

次

の

景

気

浮

揚

の

エ

ン

ジ

ン

が

な

い

状

態

に

陥

る

恐

れ

も

あ

る

。

米

国

以

外

の

国

と

の

相

対

的

な

競

争

力

に

は

中

国

を

除

い

て

大

き

な

変

化

が

な

い

の

で

、

円

だ

け

が

米

ド

ル

に

対

し

て

切

り

あ

が

る

よ

う

な

変

化

と

は

異

な

る

。

石

油

危

機

、

プ

ラ

ザ

合

意

後

の

円

高

と

、

日

本

は

外

か

ら

の

シ

ョ

ッ

ク

に

は

適

切

な

対

応

を

取

っ

て

き

た

。

今

こ

そ

、

技

術

や

付

加

価

値

を

高

め

て

生

産

性

を

向

上

し

て

こ

の

難

局

を

乗

り

越

え

る

努

力

が

求

め

ら

れ

る

。


